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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】      妊娠中の定期検診に使用される超音波診
断装置において、妊婦の体脂肪率や体重の変化と胎児の
成長曲線を関連づけて管理することにより妊娠中毒症の
可能性や胎児の発育に影響を与える要因があることを喚
起する。
【解決手段】  プローブ１を用い、超音波信号を送受信
して表示部９に胎児の画像が表示される。胎児の画像に
対しキャリパ計測部５の制御によりキャリパ機能を使用
して胎児の成長曲線を得る。体脂肪計３を用いて得られ
た妊婦の体脂肪率を表示部９に表示する。また、妊婦の
体重などの情報を操作卓４から入力し表示部９に表示す
る。成長曲線と体脂肪率や体重などの変化を関連づけて
管理、表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子を介して診断対象である被
検体の体内へ送信した超音波から得られる超音波エコー
信号により超音波画像を生成する画像生成手段と、前記
診断対象である被検体の体脂肪率を計測する体脂肪率計
測手段と、前記超音波画像と同一画面に、前記体脂肪率
計測手段で計測した体脂肪率の値を表示する表示制御手
段と、を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  前記画像生成手段で生成された超音波画
像上の距離を計測する計測手段と、前記診断対象である
被検体の生体情報値を入力するとともに前記計測手段の
操作を行う操作手段と、一般の被検体の生体情報参照値
を格納した参照値記憶手段と、を具備し、表示制御手段
は、前記超音波画像と同一画面に、前記診断対象である
被検体の体脂肪率の値および生体情報値と前記一般の被
検体の生体情報参照値とを表示することを特徴とする請
求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】  前記計測手段で計測された計測値と前記
診断対象である被検体の体脂肪率の値および生体情報値
と前記一般の被検体の生体情報参照値と入力または計測
した日付とを関連づけて記録する記録手段と、を具備す
ることを特徴とする請求項２記載の超音波診断装置。
【請求項４】  表示制御手段は、前記記録手段に記録さ
れた値に基づいて、前記診断対象である被検体の生体情
報値および体脂肪率の値の推移を表わす特性曲線を表示
することを特徴とする請求項３記載の超音波診断装置。
【請求項５】  表示制御手段は、前記記録手段に記録さ
れた値に基づいて、前記記録手段に記録された値および
体脂肪率の値の推移を表わす特性曲線とともに、前記計
測手段により計測された計測値の推移を表わす特性曲線
を表示することを特徴とする請求項３記載の超音波診断
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は産婦人科領域の診断
に使用される超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、超音波探触子から被
検体の体内に超音波を送信し、送信した超音波が体内の
組織などによって超音波探触子に反射して戻るまでの時
間や強度などを計測することにより、被検体の体内の超
音波画像や血流情報を表示する装置である。送信した超
音波が体内の組織などに反射して受信された信号を超音
波エコー信号といい、超音波エコー信号の信号処理を行
うことにより超音波画像を表示する。
【０００３】表示された超音波画像によって診断を行う
際に、たとえば胎児の頭部の直径などの計測を必要とす
る場合がある。そのためにキャリパと呼ばれるカーソル
を超音波画像上に表示し、たとえば２個のキャリパを表
示して超音波画像上の任意の場所に移動させることによ
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り、その２点間の距離を計測することができるようにな
っている。このように、キャリパを用いて超音波画像上
での計測を行うことを、以下キャリパ計測という。
【０００４】従来、このようなキャリパ計測を行うこと
ができる超音波診断装置は特開平１１－１１３９０１号
公報等に記載されたものが知られている。図７は従来の
超音波診断装置のキャリパ計測画面を示す図である。図
７に示す超音波画像１１上で第１計測キャリパ１１１と
第２計測キャリパ１１２の距離を計測し、たとえば胎児
の発育状態を診断する。
【０００５】また、従来の超音波診断装置は、産科診断
で使用される場合、妊娠週数と胎児の頭の直径の推移と
の関係などをグラフにした曲線（以下、発育曲線）を表
示する機能を持つ。
【０００６】図８に発育曲線グラフの一例を示す。図８
において、妊娠週数３１は、発育曲線グラフの横軸変数
であり単位は週である。胎児の頭の直径３２は発育曲線
グラフの縦軸変数であり単位はセンチメートルである。
平均曲線３３は妊娠週数に対応した胎児の頭の直径の平
均値であり、上限曲線３４は通常胎児の頭の直径の上限
値であり、下限曲線３５は通常胎児の頭の直径の下限値
である。胎児の発育過程において通常に発育が進行する
場合、胎児の頭の直径は前記下限曲線３５と上限曲線３
４との間の値となることがわかっている。
【０００７】従来の超音波診断装置には、図８のような
発育曲線を表示することができるようになっており、キ
ャリパ計測により胎児の頭部の直径を計測し、妊娠週数
を入力すると、前記発育曲線のグラフ上にマーク３６が
表示され、胎児が正常に発育しているかどうかの診断に
用いられる。
【０００８】また、妊娠中の母体の体重管理も安全な出
産のために必要である。文献「TerArkh １９９７;６９
(１０):６１-３ [Article in Russian]」に記載されてい
るように、妊娠中の定期検診において、母体の体重を計
測し、母体の太りすぎに起因する妊娠中毒症などを予防
するため、体重増加の抑制を指導されることがある。
【０００９】妊娠中毒症とは、妊娠中の母体において高
血圧症・蛋白尿・むくみなどが症状として現れるもの
で、母体と胎児の健康のために妊娠中は発生を抑えなけ
ればならない。
【００１０】一方、文献「Obstet Gyneco/１９９９ Au
g;９４(２):２０９-１２」に記載されているように、母
体の体重の増加は体型などの個人差があるため、体重の
みに着目して体重増加を抑制しすぎると、胎児の脂肪不
足によって胎児の発育に影響を与える場合がある。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の超音波診断装置においては、胎児のキャリパ計測に
基づき、胎児の発育状況を発育曲線上で確認することが
できるが、安全な出産のためには、母体の体脂肪率も同
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時に計測し管理する必要があるにもかかわらず、胎児の
キャリパ計測の結果と母体の体脂肪率とが関連づけられ
ておらず、別々の管理であるという問題を有している。
【００１２】本発明は、上記従来の問題を解決するため
になされたもので、体脂肪率などの母体の生体情報と胎
児のキャリパ計測の結果とを関連づけ、妊娠中毒症の可
能性や胎児の発育に影響を与える要因があるということ
を喚起し、安全な出産のための診断を行うことができる
優れた超音波診断装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記問題を解決するため
に本発明の超音波診断装置は、超音波探触子を介して診
断対象である被検体の体内へ送信した超音波から得られ
る超音波エコー信号により超音波画像を生成する画像生
成手段と、前記診断対象である被検体の体脂肪率を計測
する体脂肪率計測手段と、前記超音波画像と同一画面
に、前記体脂肪率計測手段で計測した体脂肪率の値を表
示する表示制御手段とを備えた構成とした。
【００１４】この構成により、超音波画像と、診断対象
である被検体の体脂肪率の値を同一画面に表示すること
ができ、診断に活用することができるようになる。
【００１５】また、上記問題を解決するために本発明の
超音波診断装置は、上記構成に加えて、前記画像生成手
段で生成された超音波画像上の距離を計測する計測手段
と、前記診断対象である被検体の生体情報値を入力する
とともに前記計測手段の操作を行う操作手段と、一般の
被検体の生体情報参照値を格納した参照値記憶手段とを
具備し、前記表示手段の代わりに、前記超音波画像と同
一画面に、前記診断対象である被検体の体脂肪率の値お
よび生体情報値と前記一般の被検体の生体情報参照値と
を表示する表示制御手段とを備えた構成とした。
【００１６】この構成により、超音波画像と、診断対象
である被検体の体脂肪率の値と、操作手段から入力した
診断対象である被検体の生体情報値と、超音波画像上で
計測した胎児の情報とを同一画面上に表示することがで
き、参照値記憶手段に格納された一般の被検体の生体情
報参照値とともに診断に活用することができるようにな
る。
【００１７】また、上記問題を解決するために本発明の
超音波診断装置は、上記構成に加えて、前記計測手段で
計測された計測値と前記診断対象である被検体の体脂肪
率の値および生体情報値と前記一般の被検体の生体情報
参照値と入力または計測した日付とを関連づけて記録す
る記録手段とを備えた構成とした。
【００１８】この構成により、超音波画像と、診断対象
である被検体の体脂肪率の値と、操作手段から入力した
診断対象である生体情報値と、超音波画像上で計測した
胎児の情報とを関連づけて記録することによって一元管
理することができ、かつ同一画面上に表示することによ
り、参照値記憶手段に格納された一般の被検体の生体情
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報参照値とともに診断に活用することができるようにな
る。
【００１９】また、上記問題を解決するために本発明の
超音波診断装置は、上記構成において、前記表示手段の
代わりに、前記記録手段に記録された値に基づいて、前
記記録手段に記録された値および体脂肪率の値の推移を
表わす特性曲線とともに、前記計測手段により計測され
た計測値の推移を表わす特性曲線を表示する表示制御手
段を備えた構成とした。
【００２０】この構成により、超音波画像と、診断対象
である被検体の体脂肪率の値と、操作手段から入力した
診断対象である被検体の生体情報値と、一般の被検体の
生体情報参照値と、超音波画像上で計測した胎児の情報
とを関連づけて記録することによって一元管理すること
ができ、かつ過去の検診で計測または操作手段から入力
された体脂肪率や体重などの被検体の生体情報の変化の
推移を示したグラフや表とともに同一画面上に表示する
ことにより診断に活用することができるようになる。
【００２１】また、上記問題を解決するために本発明の
超音波診断装置は、上記構成において、前記表示手段の
代わりに、前記記録手段に記録された値に基づいて、前
記記録手段に記録された値および体脂肪率の値の推移を
表わす特性曲線とともに、前記計測手段により計測され
た計測値の推移を表わす特性曲線を表示する表示制御手
段を備えた構成とした。
【００２２】この構成により、超音波画像と、診断対象
である被検体の体脂肪率の値と、操作手段から入力した
診断対象である被検体の生体情報値と、一般の被検体の
生体情報参照値と、超音波画像上で計測した胎児の情報
とを関連づけて記録することによって一元管理すること
ができ、かつ被検体の生体情報の変化の推移と胎児の成
長の変化を示したグラフや表とともに同一画面上に表示
することにより診断に活用することができるようにな
る。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図６を用いて説明する。
【００２４】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装
置は、体脂肪率計を具備し、この体脂肪率計で計測した
体脂肪率の値、操作卓から入力された母体の生体情報お
よびキャリパ計測結果を同一画面に表示し、日付ととも
に関連づけて記録できる構成となっている。
【００２５】図１は本発明の第１の実施の形態の超音波
診断装置の構成図であり、図２は図１における表示部９
に表示される表示内容を示した図である。
【００２６】図１においてプローブ１は、画像生成部２
で発生された電気パルスを超音波に変換し、その超音波
を被検体の体内(図示せず)へ送信し、被検体の体内で反
射した超音波エコー信号を受信して電気信号に変換し、
画像生成部２へ出力する。
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【００２７】画像生成部２は、プローブ１に供給する高
電圧の電気パルスを発生し、かつプローブ１で受信した
受信信号を処理して超音波画像１１を生成し、表示部９
へ出力する。体脂肪率計３は被検体の体脂肪率を計測
し、計測値を制御部８へ出力する。
【００２８】操作卓４は、操作者が体重計・血圧計など
の外部の機器で計測された母体の生体情報値を入力する
ために用いられるとともに、図２に示す第１計測キャリ
パ１１１および第２計測キャリパ１１２を移動させた
り、必要に応じて、標準的な生体情報参照値が記憶され
ている参照値記憶部６の値を修正するために用いられ
る。操作卓４は前記入力データなどを制御部８へ出力す
る。
【００２９】ここで、標準的な生体情報参照値とは、た
とえば妊娠中の母体の標準的な体重増加の値または標準
的な体脂肪率の値のことで、標準的な値とは、過去の妊
娠中の母体の体重増加や体脂肪率の値の実測値を統計処
理により算出した値である。
【００３０】キャリパ計測部５は、第１計測キャリパ１
１１および第２計測キャリパ１１２を生成し、前記キャ
リパデータを制御部８へ出力して表示部９に表示された
超音波画像１１上の対象物の長さなどの計測を行う。
【００３１】参照値記憶部６は、母体の標準的な体重増
加値および母体の標準的な体脂肪率１６などの母体の生
体情報参照値と妊娠週数とが関連づけられて格納されて
いるメモリである。また参照値記憶部６は、制御部８を
介してデータの読み書きが可能となっている。図３に、
この参照値記憶部６に記憶されているデータの内容の一
例を示す。図３に示すように、参照値記憶部６には、妊
娠週数、標準的な体重増加値、標準的な体脂肪率が関連
づけて記憶されている。
【００３２】記録部７は、体脂肪率計３で計測された体
脂肪率、操作卓４から入力された妊娠週数や母体の体重
値、参照値記憶部６に格納されたデータおよびキャリパ
計測部５で計測された計測値を、制御部８の制御によ
り、入力または計測した日付と関連づけて記録するメモ
リである。
【００３３】制御部８は、画像生成部２、体脂肪率計
３、操作卓４、キャリパ計測部５、参照値記憶部６およ
び記録部７の各ブロックの制御を行う。さらに制御部８
は、体脂肪率計３で計測された体脂肪率１４、操作卓４
から入力された妊娠週数１２および母体の体重値１５、
キャリパ計測部５で生成された第１計測キャリパ１１１
と第２計測キャリパ１１２とキャリパ計測値１３、参照
値記憶部６に格納された母体の標準的な体脂肪率１６、
母体の標準的な体重増加値から算出される標準的な体重
値１７および記録部７に記録されたデータを、同一画面
に表示できるように配置し、表示部９へ出力する。
【００３４】表示部９は、図２に示すように、制御部８
から供給された各データと画像生成部２で生成された超
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音波画像１１を、同一画面に表示する。
【００３５】次に本発明の第１の実施の形態の超音波診
断装置の動作について説明する。本発明の超音波診断装
置を用いて診断を行う際に、操作者は、妊娠中の定期検
診などにおいて、操作卓４から現在の母体の妊娠週数１
２、体重値１５などを入力し、本超音波診断装置に具備
された体脂肪率計３で母体の体脂肪率１４を計測する。
【００３６】また、操作者は、被検体（母体）の腹部に
プローブ１をあて胎児の超音波画像を表示部９に表示さ
せ、操作卓４による第１計測キャリパ１１１および第２
計測キャリパ１１２の操作により、キャリパ計測部５で
超音波画像１１に表示された診断対象、たとえば胎児の
頭部画像１１３の直径を計測する。
【００３７】前記操作者の操作に基づき、制御部８は、
前記入力された現在の母体の妊娠週数１２に対応した、
標準的な体脂肪率１６と標準的な体重増加値を参照値記
憶部６から読み取る。図３に示す参照値記憶部６の一例
によると、妊娠週数が２０週のとき、標準的な体脂肪率
は１０ ％～２５ ％で、標準的な体重増加値は＋２ｋｇ
～＋６ ｋｇであることが読み取れる。ここで、参照値
記憶部６に格納されている標準的な体重増加値は、母体
の体重の増加値であるので、妊娠当初の対象となる母体
の体重と加算することにより、その母体の標準的な体重
値１７を算出する。
【００３８】表示部９は、制御部８の制御により、超音
波画像１１上の胎児の頭部画像１１３、第１計測キャリ
パ１１１と第２計測キャリパ１１２とその計測値である
キャリパ計測値１３、現在の妊娠週数１２における母体
の体脂肪率１４と体重値１５および参照値記憶部６から
読み取った標準的な体脂肪率１６と標準的な体重値１７
を、図２に示すように同一画面に表示する。
【００３９】記録部７には、制御部８の制御により妊娠
週数１２、標準的な体重値１７、標準的な体脂肪率１
６、キャリパ計測値１３、体重値１５および体脂肪率１
４を計測または入力の都度、日付とともに記録する。記
録部７に記録される前記各データは、一例として図４に
示すようにそれぞれ関連づけて記録される。
【００４０】また、記録部７には、半導体メモリなどの
デバイスだけでなく、本超音波診断装置にフロッピー
（登録商標）ディスクドライブなどを接続してフロッピ
ーディスクなどの外部記憶装置を用いることもできる。
【００４１】また、標準的な体脂肪率は母体の個人差に
より異なる場合があるので、参照値記憶部６に格納され
た標準的な体脂肪率を、制御部８の制御により操作卓４
から変更することができる。
【００４２】また、体重だけでなく母体の身長・血圧値
・尿検査の結果などの生体情報を操作卓４から入力で
き、妊娠週数１２、キャリパ計測値１３、体脂肪率１
４、体重値１５、標準的な体脂肪率１６、標準的な体重
値１７とともに記録部７に記録するとともに、表示部９
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7
に表示することもできる。
【００４３】なお、記録部７に記憶するデータは、前記
のデータだけでなく診断に有効となる任意のデータを記
録するようにしてもよい。同様に、表示部９に表示する
データは、前記のデータだけでなく診断に有効となる任
意のデータを表示するようにしてもよい。
【００４４】以上のように本発明の第１の実施の形態の
超音波診断装置によれば、体脂肪率計を具備し、胎児の
超音波画像やキャリパ計測値と、現在の妊娠週数におけ
る母体の体脂肪率および体重値と、現在の妊娠週数にお
ける母体の標準的な体脂肪率および標準的な体重値とを
同時に表示することができるので、胎児の発育状態の診
断とともに母体の健康状態もあわせて診断できる。これ
により、母体の太りすぎに起因する妊娠中毒症の予防
や、母体の体重増加の抑制しすぎにより胎児の発育に影
響を与える要因があるということを喚起することができ
る。
【００４５】また万一母体や胎児に異常があると診断さ
れた場合、記録された母体の生体情報をさかのぼって確
認することにより、より効果的な診断、治療を行うこと
ができるようになる。
【００４６】次に、本発明の第２の実施の形態の超音波
診断装置について説明する。
【００４７】本発明の第２の実施の形態の超音波診断装
置は、体脂肪率計を具備し、この体脂肪率計で計測され
た体脂肪率の値や、操作卓から入力された母体の生態情
報およびキャリパ計測結果を、同一画面に表示しかつ関
連づけて記録できるとともに、母体の体脂肪率および体
重値の推移を表示できる構成となっている。
【００４８】図５は前記第１の実施の形態の超音波診断
装置の表示部９に表示される表示内容を示した図であ
る。本発明の第２の実施の形態では、第１の実施の形態
において表示部９に表示された内容に加えて、過去の検
診などで得られた体脂肪率および体重の変化曲線のグラ
フ２１を同一画面に表示している。
【００４９】本発明の第２の実施の形態の超音波診断装
置の動作に関しては、体脂肪率および体重の変化曲線の
グラフ２１を表示部９に表示している点をのぞき、第１
の実施の形態と同様である。図５に示した体脂肪率およ
び体重の変化曲線のグラフ２１は、横軸が妊娠週数で、
縦軸が体脂肪率および体重値としたグラフである。
【００５０】この構成によれば、妊娠週数に対する母体
の体脂肪率および体重の変化を視覚的に捉えることがで
きるという効果が得られる。また、図１における参照値
記憶部６に格納された標準的な体脂肪率および体重の変
化曲線のグラフ２１を同時に表示して比較することもで
きる。
【００５１】また、過去の検診結果として前回の妊娠中
の母体の体脂肪率や体重などの計測結果や胎児のキャリ
パ計測値を同時に表示するなど診断の参考にすることも
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できる。なお、本発明の第２の実施の形態の超音波診断
装置では体脂肪率および体重の変化としてグラフを用い
ているが、表を用いても同様の効果が得られる。血圧値
などの変化を標準値とともに表示してもよい。
【００５２】以上のように本発明の第２の実施の形態の
超音波診断装置によれば、体脂肪率計を具備し、胎児の
超音波画像やキャリパ計測値と、現在の妊娠週数におけ
る母体の体脂肪率および体重値と、現在の妊娠週数にお
ける母体の標準的な体脂肪率および標準的な体重値と、
妊娠週数における母体の体脂肪率および体重値の推移を
グラフとして表示できるので、胎児の発育状態の診断と
ともに母体の健康状態もあわせて診断できる。これによ
り、母体の太りすぎに起因する妊娠中毒症の予防や、母
体の体重増加の抑制しすぎにより胎児の発育に影響を与
える要因があることを喚起することができる。
【００５３】次に、本発明の第３の実施の形態の超音波
診断装置について説明する。
【００５４】本発明の第３の実施の形態の超音波診断装
置は、体脂肪率計を具備し、この体脂肪率計で計測され
た体脂肪率の値や、操作卓から入力された母胎の生態情
報およびキャリパ計測結果を、同一画面に表示しかつ関
連づけて記録できるとともに、母体の体脂肪率および体
重値の推移と胎児のキャリパ計測値から得られる発育曲
線とを表示できる構成となっている。
【００５５】図６は前記第１の実施の形態の超音波診断
装置の表示部９に表示される表示内容を示した図であ
る。本発明の第３の実施の形態では、第２の実施の形態
において表示部９に表示された内容に加えて、過去の検
診などで得られた胎児のキャリパ計測値の変化である胎
児の発育曲線のグラフ２２を同一画面に表示している。
発育曲線は胎児の頭部、腹部の直径や足部の長さの変化
の表示としてもよいし、これらの計測から推測される体
重の変化の表示としてもよい。
【００５６】本発明の第３の実施の形態の超音波診断装
置の動作に関しては、胎児の発育曲線のグラフ２２を表
示部９に表示している点をのぞき、前記第２の実施の形
態の超音波診断装置と同様である。図６に示した胎児の
発育曲線のグラフ２２は、横軸が妊娠週数で、縦軸が胎
児の頭部の直径値としたグラフである。
【００５７】この構成によれば母体の体脂肪率や体重な
どの変化と胎児の成長度合を関連づけて視覚的に比較で
きるという効果が得られる。
【００５８】以上のように本発明の第３の実施の形態の
超音波診断装置によれば、体脂肪率計を具備し、胎児の
超音波画像やキャリパ計測値およびキャリパ計測値から
得られる発育曲線と、現在の妊娠週数における母体の体
脂肪率および体重値と、現在の妊娠週数における母体の
標準的な体脂肪率および標準的な体重値と、妊娠週数に
おける母体の体脂肪率および体重値の推移をグラフとし
て関連づけて同時に表示できるので、胎児の発育状態の
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診断とともに母体の健康状態もあわせて診断できる。こ
れにより、母体の太りすぎに起因する妊娠中毒症の予防
や、母体の体重増加の抑制しすぎにより胎児の発育に影
響を与える要因があるということを喚起することができ
る。
【００５９】また、過去の検診結果として前回の妊娠中
の母体の体脂肪率や体重などの計測結果や胎児の発育曲
線のグラフ２２を同時に表示するなど診断の参考にする
こともできる。なお、本発明の第３の実施の形態の超音
波診断装置では変化の表示方法としてグラフを用いてい
るが、表を用いても同様の効果が得られる。血圧値など
の変化を標準値とともに表示してもよい。
【００６０】また、血圧値や尿検査の結果などを入力し
表示すれば一回の定期検診の結果を一枚の超音波画像と
して記録することもでき、超音波画像を印刷する等して
母体に提示すればより一層母体の太りすぎに起因する妊
娠中毒症の予防や体重増加の抑制しすぎによる胎児の発
育に影響を与える要因があるということを喚起に役立
つ。
【００６１】なお、本発明の第３の実施の形態の超音波
診断装置では妊娠中の検診としているが、成人病検診や
フィットネスクラブなどで体脂肪率計の計測結果である
体脂肪率を超音波診断装置に入力し、超音波画像からキ
ャリパ計測された皮下脂肪や内臓脂肪などの体脂肪の厚
みの計測結果と前記体脂肪率を比較表示したり、その変
化を表示したりすることにより太りすぎに起因する成人
病予防の喚起にも役立つ。
【００６２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
体脂肪率計を具備することによって母体の体脂肪率を計
測し、その体脂肪率や体重などの変化と妊娠週数におけ
る母体の標準的な体脂肪率および標準的な体重値と超音
波画像から得られる胎児の発育曲線のグラフなどの情報
を同一画面に表示し、入力または計測した日付とともに
関連づけて記録して一元管理をすることにより、母体の
太りすぎに起因する妊娠中毒症の予防や体重増加の抑制
しすぎによる胎児の発育に影響を与える要因があるとい
うことを喚起し、安全な出産のための診断や治療に利用
することができる優れた超音波診断装置を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の超音波診断装置の
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構成図
【図２】本発明の第１の実施の形態の表示内容を示した
図
【図３】本発明の参照値記憶部６の内容の一例を示した
図
【図４】本発明の記録部７に記憶される内容の一例を示
した図
【図５】本発明の第２実施の形態の表示内容を示した図
【図６】本発明の第３の実施の形態３の表示内容を示し
た図
【図７】従来の超音波診断装置のキャリパ計測画面を示
した図
【図８】従来の超音波診断装置の発育曲線グラフ
【符号の説明】
１  プローブ
２  画像生成部
３  体脂肪率計
４  操作卓
５  キャリパ計測部
６  参照値記憶部
７  記録部
８  制御部
９  表示部
１１  超音波画像
１２  妊娠週数
１３  キャリパ計測値
１４  体脂肪率
１５  体重値
１６  標準的な体脂肪率
１７  標準的な体重値
２１  体脂肪率および体重の変化曲線のグラフ
２２  胎児の発育曲線のグラフ
３１  妊娠週数
３２  胎児の頭の直径
３３  平均曲線
３４  上限曲線
３５  下限曲線
３６  マーク
１１１  第１計測キャリパ
１１２  第２計測キャリパ
１１３  胎児の頭部画像
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